
かきの樹上軟熟果の発生要因と防止対策

[要約］かきの果実肥大第１期後半からⅡ期 (７～８月）に降水量が多く、 日照時

図が短い年は軟熟塁の発生が多くなる。着色開始期Ｉこ葉面散布肥料ＭＧＣ＝８２を散

布すると軟熟果発生が抑制され、収穫果実の日持ち性が向上する。
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［背最・ねらい］

松本早生富有や富有では、年によっては成熟期から収穫期にかけて樹上での軟熟果が多

発し、果実品質および収量の低下を来す。軟熟果になるのはヘタスキ果、病害虫被害果、

傷果によるものが大部分であるが、発生要因の不明な軟熟果もある。そのため、これらの

軟熟果の発生と気象要因との関係を明らかにし、発生防止対策を穂立する。

［成果の内容・特徴］

①かきの果実肥大第１期後半からⅡ期の降水量が多く、７月と８月の合計降水量が９００

ｍ以上の年は松本早生富有の樹上軟熟果の発生が多くなる。また、７月と８月の合計日照

時間が３００時間以下になると、樹上軟熟果が発生し易くなる（表１，２）。

②軟熟果の発生原因はヘタスキ果や炭そ病によるものが多く、その他の原因によるものも

わずかにある（表３）。その他の原因による軟熟果の発生と葉中Ｃａ含量との間には明か

な関係はみられない（データ略）。

③果実第Ⅱ肥大期～成熟期にＭＧＣ－８２（３００倍）を葉面散布すると、ヘタスキによ

る軟熟果が明らかに減少する（表３）。

④松本早生富有及び富有では、着色開始期（９月上旬）にＭＧＣ－８２（３００倍）の葉

面散布により収穫後の果実の日持ち性が向上する（図１，２）。

［成果の活用面・留意点］

①７～８月の気象経過から、松本早生富有、富有の歌熟果の発生を予測することができる。

②ヘタスキの歌熟果の発生が予想される場合には、松本早生富有及び富有を対象に着色開

始期までにＭＧＣ－８２の３００倍を葉面散布する。
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注）①気象データ：農総試、降水：降水量、日照：日照時間
②品種：松本早生富有

表２歌熟果発生率と気象要因との相関係数
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図１葉面散布剤処理と松本早生富有の図２葉面散布剤処理と富有の
収穫後の日持ち（平成４年）収穫後の日持ち（平成４年）

[その他］

研究課題名：かきの樹上軟熟果の発生防止
予算区分：経常

研究期間：平成４年度（平成１～４年）
研究担当者：林公彦、姫野周二、吉永文浩
発表論文等：平成２～４年度園芸研究所果樹部落葉果樹研究室試験成績書

[具体的デ

劇
一
倒
一
肌
０
’
０
０
－
０
０

rl

M０
－
慧
預

率
一
Ⅲ
５
８
－
８
６
－
９

）
②

恩
一
ヨ
一
日
一
日
眉

戯

、

副
阜
南
躍
由

喪
一
一
ゴ
ゴ
言
司
首

稽
一
早
言

０
１
－
０
０
．
０
０

DＯ

ＯＯ

ＯＣ

心
哩
刑
哩
冊
涯

堅
『
『
｜
凸
埋
【
【
『
＆
四
房

目
『
白 ０

３
’
０

９
．
Ｅ

Ｐ
Ｅ
［


